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【九州支部】 

 九州支部では 2月に役員会、3月に総会を書面開催いたしました。約 1,500名の会員へ、日本プライマリ・ケア連

合学会に登録してある連絡先住所へ郵送でお送りしましたが、「あて所に尋ねあたりません」のゴム印が押されて返

送されてきたもの、電話やメールでの住所変更のご連絡が多数ありました。令和 3年度は、選挙に関する案内等を予

定していますので、住所変更された時は、日本プライマリ・ケア連合学会ホームページ内の会員マイページから登録

情報の変更手続きをしていただきますようお願いいたします。 

 

 

【大分県】 

第 3回日本プライマリ・ケア連合学会大分県支部学術総会 

 日時：2021年 2月 27日(土)15:00～ 

 ◇総会  

◇症例発表会「第 2回大分 GIMカンファレンス」 

 ◇特別講演：「楽しく地域医療を教える方法～家庭医療学を教育に生かす～」 

       医療福祉生協連家庭医療学開発センター 所長 藤沼康樹先生 

 2021年 2月 27日に第 3回日本プライマリ・ケア連合学会大分県支部学術総会を開催致しました。今年は COVID-19

の影響で延期になっておりましたが、この度、Web 開催となりました。Web になった分、全国から参加者が集まり、

136名もの申し込みがありました。事後アンケートも 68名もの方がご回答くださり、98%以上の方がこの会を『他の

人にも紹介したい』と評価頂きました。大分 GIMカンファレンスでは、コミュニケーションや行動変容、終末期医療、

家族志向のケア、複数の健康問題、臨床推論という臨床の様々な問題から、多職種連携やコロナ禍での教育まで幅広

い発表がなされました。また、特別講演では医療福祉生協連家庭医療学開発センター所長の藤沼康樹先生にご登

壇頂きました。臨床の場での教育の実際と、理論を如何に生かすかについて教えて頂くとともに、プライマリ・ケア

の現場の複雑さを如何に後輩医師に

伝えるかの奥深さを教えて頂きまし

た。私としては「プライマリ・ケアは

人間の非合理性に光を当てている。」

という言葉に深くうなずくととも

に、現場でしっかりと患者さんに向

き合っていこうと思いを新たにしま

した。 

文責：藤谷直明 
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【熊本県】 

第 13回熊本県医療・保健・福祉連携学会 

 住みなれた地域で、高齢期を自分らしく生きて最終段階を迎えるために～共に、どう寄り添っていくか～ 

 日時：2021年 2月 14日(日)13:00～17:30 

 場所：熊本県医師会館 

 参加者：医師 6名、薬剤師 1名 

 ◇特別講演：「人生 100年時代は他人事…？～これからの生き方、兆せんの意欲～」 

       社会福祉法人慈愛園 理事長 潮谷義子氏 

 ◇基調講演：「人生の最終段階をよく生きるための 

アドバンス・ケア・プランニング（人生会議）：概念と実践」 

       熊本大学大学院生命科学研究部生命倫理学分野 教授 門岡康弘先生 

 ◇合同分科会 

 ◇シンポジウム 

 第 13 回熊本県医療・保健・福祉連携学会を開催しました。分科会各団体に演題募集し 7 団体からエントリーがあ

り、企画委員会で協議し 7名の講師による講演、シンポジウムを行いました。コロナ感染防止のため少数参加者でし

た。 

 

 

【沖縄県】 

毎年実施している新年会をオンライン開催しました。 

2021年沖縄 PC研究会新年会（勉強会） 

 日時：2021年 2月 6日(土)19:00～21:00 

 参加者：10名 

 演題 1：「浦添総合病院の重症 COVID-19診療、第 2報」※急用のため欠席 スライド供覧のみ 

浦添総合病院救急集中治療部集中治療重症管理部長 那須道高先生 

 演題 2：「片頭痛について 特に小児・妊婦・授乳中」 

稲福内科医院 院長 稲福徹也先生 

 演題 3：「発熱外来、コロナ以外の疾患にも気を付けよう」 

仲本内科 院長 仲本昌一先生 

 演題 4：「コロナ禍における総合診療の役割」 

沖縄県立中部病院 総合診療科 本村和久先生 

 

 

【福岡県】 

2020年度日本プライマリ・ケア連合学会福岡県支部総会-オンライン- 

 大会テーマ「コロナ禍でのプライマリ・ケアの追求 IN福岡」 

 日時：2021年 1月 30日(土)14:00～18:15 

 ◇基調講演：「プライマリ・ケアの現状と未来」 

       JA尾道総合病院 病院長 田妻 進先生 

 ◇教育講演 1：「総合診療科による covid19診療」 

       田川市立病院総合診療科 鈴山裕貴先生 

       2：「家庭医療学における患者中心性の意味と教育・実践時の tips」 

       まどかファミリークリニック 院長 加藤光樹先生 
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アンケート(回答のあった 28名記載)を元に作成 

※単位申請フォームのみ記載の方もいた。(4名) 

参加職種：医師 96.3%, 薬剤師 3.7%, その他 7.4% 

参加者所属血：福岡県 88.9%, 九州他県：3.7%, その他：7.4% 

学会員/非学会員：100% 

学会(総会)費：1(安い):14.3%, 2:25%, 3:53.6%, 4(高い):7.1% 

申し込み決済手続き：0(簡単):32.1%, 1:32.1%, 2:17.9%,3(煩雑):17.9% 

取得単位内容(不十分)1:0%, 2:3.7％, 3:40.7%, 4(十分):14.8%, 5:40.7%(十分) 

事前告知メール(少ない)：2:14.3%, 3:78.6%, 4(多い):7.1%,  

 

 基調講演では、プライマリ・ケア連合学会と各学会の関係性、実際に行われている遠隔医療の紹介、専攻医育

成、キャリアパスに関しての内容であった。非常に有意義な講演内容であったと思われる。 

  

 教育講演 1では、田川市立病院の covid19診療に関して、軽症、中等症の実際の診療、症状、検査所見の分析、

重症化する可能性、治療法、covid19診療と地域連携の実情などをお話しいただいた。参加者からは「現実を追求

した内容であり参考になった」「同地区の covid19診療の評価に有用であった」など、多くのコメントを頂き、講

演としても適切であったと思われる。 

 

 教育講演 2では、家庭医療学における患者中心性の意味、実践における tipsをご講演いただいた。地域医療の場

含め、特に患者中心性のケアを考えるケース、患者を中心とした多職種チームで臨み、ケースごとの振り返りのこ

つとその重要性に focusを当てた内容であった。「抽象的な概念を具現化し、非常にわかりやすくご講演いただき

理解が深まりました。」というようなお声を多数頂いた。 

 

2021.1.30 JPCA福岡支部運営方針の確認会  

・対面開催が新型コロナの影響でできなくなり、今後はオンライン主体になる。 

・会の運用：集客管理、金銭の管理含め便利である PEATIXでの運用を今後もしていきたい。煩雑さが多いという回 

答に関して、申し込み登録の説明を加えるなどしても良い。 

・会の開催に関して：今回の参加費は妥当ではないか。 講師は本学会の会員であることが望ましい、年４回は負担

が大きく、１〜２回へ回数を減らすことも検討してはどうか。ベースを zoom開催にし、何度も開催するセミナーお

よびレクチャーをこっちに踏襲して良いのでは。スライドを使っての講演タイプはこの方法で十分であった。 

・今後の活動方針の案：グループワークも多職種が交わる良い機会。今後も継続的に開催したい。地方のネッ

トワークとの共済も考えてはどうか。 

上記内容を、会終了後の参加頂いた会員の先生と共に協議し、今後の方針に関して確認した。正式な支部総会で

再度協議する方針とした。    

 

2021.1.30 福岡支部総会の全体を通しての振り返り まとめ（運営側） 

企画・準備： 

① 準備期間が２ヶ月ない程度での開催であった。タスクの洗い出し、振り分けを行い消化していくが、開催まで

の期間が短いために、診療業務含め他の業務との兼ね合いで、業務の進捗状況確認などが不十分であったと思

う。 

②オンライン開催では、教育講演タイプと、グループセッションタイプの二つで、これまでの当支部会主催のセミ

ナー(前例)を参考に、マニュアル化、テンプレート化できれば役割分担など簡素化が図れ、良いと思う。 
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③会本番：目次、休憩時間は適切であったと思う。また質疑応答もチャットから拾い、最終的に質問者へ回答が十

分かを確認するという方法でやりやすかった。 

④総会：総会を規約に則り、成り立たせるには、準備期間が足りなかった。ここは課題であると思った。 

⑤懇親会：4人〜5人と小規模であった。10人程度であれば同一のお部屋で良いと思った。意見交換の良い場であ

ることを実感した。 

⑥総括：教育講演は医師向けあるいは単一職種向けになりがち、多職種ではグループセッションのほうが入りやす

い印象を持った。年に各１回程度が良いと思われる。 

     記録：日本プライマリ・ケア連合学会福岡県支部 世話人 奥津翔太 

 

 

 

【鹿児島県】 

(1)第 51回鹿児島地域医療教育講演会 

日時：2021年 1月 13日（水）18：00～19：00 

 開催方法：Web開催 

主催：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 

    鹿児島大学医学部 

    鹿児島県くらし保健福祉部 医師・看護人材課 

共催：日本プライマリ・ケア連合学会鹿児島支部会  

後援：鹿児島県医師会 

 講師：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 社会・行動医学講座 歯科医学教育実践学分野 

    教授 田口則宏先生  

参加者：82名 

 

(2)第 7回鹿児島総合診療合同勉強会 

日時：2021年 3月 16日（火）18：00～19：00 

開催方法：Web開催 

主催：鹿児島総合診療合同勉強会 運営チーム  

共催：日本プライマリ・ケア連合学会鹿児島支部会  

講師：鹿児島総合診療研修ブログラム 鹿児島県立大島病院 上村英里先生 

慈愛会総合診療専門研修ブログラム指導医 崎山隼人先生 


